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1 募集人員
獣医学専攻（博士課程） 一般選抜第1回 5人 第2固若干人

※専攻の概要，担当教員については7ページ以降を参照くださし九

※第2回については，第l回の実施結果によっては募集を行わないことがあります。詳細は10月中旬頃に

本学ホームベージでお知らせします。

2 出願資格・要件

次の（1）～（8）のいすサLかに該当する者

(1) 大学における修業年限6年の獣医学，医学，歯学又は薬学を履修する課程を卒業した者又は平成 31年3

月までに卒業慰みの者

(2) 外国において，学校教育における 18年の課程得燃の課程が獣医学，医学，歯学又は薬学であるものに限

る）を修了した者又は平成31年3月までに修了見込みの者

（の 外国の学校古河Tう通信教育における授業科目を，我が固において履修することにより，当該外国の学校教

育における 18年の課程儀終の課程が獣医学，医学，歯学又は薬学であるものに限る）を修了した者又は平

成31年3月までに修了見込みの者

（心 我が園において，外国の大学の課題（その修了者が当該外国の学校教育における 18年の課程告操の課程

が獣医学，医学，歯学又は薬学であるものに限る）を修了したとされるものに限る）を有するものとして当

該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文苦闘学大臣が指定するものの当該課程

を修了した者又は平成31年3月までに修了見込みの者

（的 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関係

機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに浩ずるものとして文部科学大臣が別に指定するも

のに限る）において，修業年：~財宝 5年以上である課程債掛の課程が獣医学，医学，歯学又は薬学であるも

のに限る）を修了すること（当該外国の学校泊当Tう通信教育における授業科目を我が国において履修するこ

とにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前

号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む）により，学士の学位に相当する学位を授与され

た者又は平成31年3月までに授与される見込みの者【注1】

（θ 大学における修業年限6年の獣医学，医学，歯学又は薬学を履修する課程に4年以上在学し，又は外国に

おいて学校教育における 16年の課程（最終の課程が獣医学，医学，歯学又は薬学であるものに限る），外国

の学校泊主行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における

16年の課程縄線の課程が獣医学，医学，歯学又は薬学であるものに限る）若しくは我が固において，外国

の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程（最終の課程が獣医学，医学，歯学又

は薬学であるものに限る）を修了したとされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けられた教育施設であって，文割琳学大臣が指定するものの当該課程を修了し，本学大学院に

おいて，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者【注2】
（η 文割降卜学大臣の指定した者（昭和30年文部省告示第39号）

① 旧大学令（大正7年勅令鍔3閣号）による大学の医学又は歯学の学部において医学及び歯学を履修し，

これらの学部を卒業した者

②防省r省設置法（昭和29年法律第1臼号）による防衛医科大学校を卒業した者

③修士課程又は専門職学位課程を修了した者及び修士の学位の授与を受けることのできる者並びに前期

及び後期の課程の区分を設けない博士課程に2年以上在学し， 30単位以上を修得し，カνコ，必要な研究指

導を受けた者で，本学大朝涜において，修業年限6年の獣医学，医学又は歯学を履修する課程を卒業した

者と同等以I土の学力があると認めた者【注2】
④修業年限4年の大学を卒業し，又は外国において学校教育における 16年の課程を修了した後，大学，

研安野？等において2年以上研究に従事した者で，本学大明涜において，修業年限6年の獣医学，医学又は

歯学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者【注2】
但） 本学大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で， 24歳に達した者【注2]

【注1】大学（最終の課程カ獣医学，医学，歯学又は薬学であるものに限る）卒業まで18年に満たない国の大
学卒業（見込み）者で，出願資格（日に該当しない場合l本出願資格（8）の個別の入学資格審査が必要
となります。

位2】出願資格（6).（η③， σ）④，（8）により出席する者については，出願資格の認定が必要ですので， 2
ページの「3 出願資格の認定（書類審査）」を参照してください。
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3 出願資格の認定何時爾ft) （該当者のみ）

出願資格（め，（7）③，（η④，（8）で出願しようとする者は，出願に先立って出願資格審査をすTいますので，

下記の提出書類を提出期限までに提出してくださしも

なお，郵送の場合出肘嘗留速達としてくださしも

(1）出願資格認定申請書※

(2）最終学涯の卒業（修了）証明書

提出書類 (3）成績証明書〈履修伏況を証明する書調

(4）研究歴証明書冊実測間，研究内容院肘官官秘

(5）研究成果資料

提出期限
一髄鞍悌l回 ： 平 成30年 7月5日休）

一般濯抜悌掴）：平脚昨11月6日ω

提出・問合せ先
帯広畜産大学入試・教務課入学事職係

干 080一日555 帯広市稲田町西2線 11番地

※ 出願資格認定申請書の様均土，本学ホームA戸ジに掲載しています。

帯広畜産大学入試情報担出加ww.o凶加配in河 vu出品詞田h岡
上記ワェブサイト内の「大学院入試」をご覧くださしL

4 障がい等のある志願者との事前相蹴
本学に入学を志顕する者で，障がい等のある者については，受験k及び修学上特別な配慮を必要とすることが

ありますので，下記の期限までに本学と相談を行ってください（日常生活において，ごく普通に使用されている

補聴器，松葉杭車精子等を使用して受験する場合も試験場設定キ他の糊日な配慮との関係から必す事前に相談

してください）。

(1）事前相談書※

提出書類 (2）医師の診断書

(3）その他障がいの状況がわかる書類但詰者手帳の写し等）

提出期限
一髄猷傍l回） 平胸昨 7月20日（鉛

一嚇縫猷悌2回）：平胸O年11月22日休）

提出・問合せ先
帯広畜産大学入試・教務課入学試験係

干 080-8555 帯広市稲田町西2線 11番地

※事前相談書の様式』丸本学ホームAージに掲載していま吹戸

帯広畜産大学ス試情報 h1m・//www.ohihiro.ac.i叫刊四：hi/ind田畑1

上記ウェブサイト内の「障がいのある志願者との事前相秘をご覧くださ川
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5 出願手続
(1）出願書類等

出願書類等

入学志願栗
1 受験票

写真票

検定料の「振替払込
受付証明書（お客様

2 
用）」 （日附印が押
印されたもの）

3 研究計画書

修業年限6年の学部
・学科の卒業但』6J

4 証明書又は修士課
程修了（見込）証明
書

5 成績証明書

6 
卒業論文；又は
修士論文等の要旨

7 
あて名栗
（合格通知書道付用）

叩IEIC公式認定証，

8 
叩E正公式スコアレ

ポート， I且TS成績

証明書

9 受験票送付用封筒

住民漂の写し又は
10 

在留カードの写し

11 受験承諾書

摘 要

＊戸同調wトの所定の欄l士すべて記入してください。
写 真 縦4団繍3四〉は，出願前3か月以内に撮影した上半身・無帽・ lE面向きの

もので，裏面に志望専攻名・氏名を記入の上，写真票の所定の欄に貼ってください俊
験時に眼鏡を使用する者は，必ず眼鏡を着用して撮影したものにしてください）。

検定料（30,000円）を払い込み後，出願書類の所定の場所に貼って提出してくだ

さU¥ 

納入方法は， 4ページの（2）を参照してくださv'o
※国費外国人留学生l乱検定料は納付不要ですので， 「国費外国人留学生E明書」

（在学している太学カ溌行したもの．写しでも可。）を提出してください。

大学院において行おうとする研究内容を記載してくださv¥
作成要領は4ページの（3）を参照してください。

※本学の卒業・修了慣込）者及び国費外国人留学生は提出不要

厳封したものを提出してくださv'o
・修業年限6年4の学部・学輔の卒業（見込）者は出身大学のもの
・修士課衛目撃了俣3b)者は出身大学及び出身大学院のもの

※本学の卒業・修7甥込）者及び国費外国人留学生は提出不要
卒業論文又は修士論文の内容の要旨，若しくは現泊誕桁中のものは途中魁品の要旨
(2, 000～4,000手程度）を提出してくださしL
卒業論文等が課されていなし場合は，これまでの研究内容の要旨（学力を表す論文，

報告書等の要旨）を提出してください。

本学所定の用紙に郵便番号・住所・氏名を明記したものを提出してください。

以下のうち，いすサ功F つの原本を提出してくださし九平成28年4月1日以降に

受験したものに限ります。 〈原本は受験票送付時にi醐］します。）
• TOEIC L&R公式認定証（650点以上〉（叩meIPも可7
・TOEFL iBTスコアレポート（67点主人上〉

• IELTS Acacl由 ic由。duleの成瀬義正明書（5.5以上〕

※英語嘩記試験の免除希望者のみ提出
本学所定の封筒（小）に郵便番号・住所・氏名を明記し362円分の切手を貼ったもの

を提出してください。
※入朝式験係に受験票を直接取りに来る場合は氏名のみを記載し，切手を貼る必要
はありません。

住民票の写しの場合は，出願締切日から6か月以内に発行されたもので，在留資格，
在留期聞が記入されているものを提出してください。
※外国人のみ提出
官公庁・企業等に右識してb、る者は所属長または代表者古河乍成し押印したものを提

出してくださしL
※該当者のみ提出

注： 出願書類のうち英語Wトの外国語で発行された書類については，日本語訳を添付してください。
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(2）検定料の納入方法

本学所定の悩み取扱票により，払込期間内に最寄りの郵便局・ゅうちょ鮒Tから払い込んでください。

なお，郵便局・ゅうちょ量財Tの窓口取扱いlお直常平日は16時まで，土・日曜日及び祝日は休業ですのでご注意

くださb九

区 分 払 込 期 間

一梯縫鞍悌l回） 平胸0年 7月 6日（量的一平成30年 7月20日（量的

一部縫鞍悌2回） 平脚0年11月12日目）～平成30年11月22日休）

注1 受理した検定料は渇量できません。ただし，次の場合に限り，申出により検定料相当額を返還し

ます。

ア）出願しなかった場合

イ）出願書類が受理されなかった場合

ウ）二重に払い込んだ場合

※返還に関する問い合わせ先 帯広畜産大学入試・教務課入学試験係 Tu.0155-49--5321 

注2: 検定料が払い込まれていない場合や「指競幹必左受付証明書」に郵便局・ゅうちょ量財子の日附印

が押印されていない場合は出願を受理できません。

（め研究計画書の作成要領

文学院で実施する研賓について．受入れを希望する教員と必ず連絡を取って相離のよ作成して〈ださい。

日本語の場合は2,000字程度，英語の場合はA4版用紙で2枚程度としますロ

研究計画書には以下の3つの内海軍を明確に詑オこと。

1.研究の背景と目的（詳細に記オこと）

2 研究の方法議酪鮒持の詳細相暗出必要なく，砂関全体の流れを簡潔に記オこと）

3.予想される研究結果〈詳細f話世出必要なく，研究目的に沿って簡潔に詑オこと）

研究計直障害の様式は本学ホームA戸ジに掲載していますユ

帯広畜産大学入訣情報副也：／/www.oh也ro.配 inf・寸lVU出血凶阻訓凶

土記ワェプサイト内の「大宅境入試」のページをと覧くださし、

(4）出願方法及び出願期間

出願書類は，一括して本学庁淀の封筒（対若しくは角型2号の封筒に入れ，持参又は郵送してくださいロ

①持参の場合

受付時聞は， 8時30分から 17時までとします。ただし，土・日曜日及び祝日を除きます。

②郵送の場合

必ず「書留速道白扱いとしてください。出願期間最終日の 17時必着とします。

なお，出願期限後にき皇居した出願書類等は受理しないので，郵績割育等を考慮して余裕を持って発送して

くださしも

区 分 出 願 期 問

一嚇縫蹴甥l回） 平出O年 7月13日（金）～平出O年 7月20日（金）

一様縫鞍悌2回） 平崩0年11月19日臼）～平成30年11月22日休）

(5) 出願書類等の提出先

帯広畜産大学入試・教務課入学試験係

干 0808555 帯広市稲田町西2線 11脅由

なお，出願書類等はB ）c雪することができません。
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6 入学者遺按方法

一般選抜

学力検査，面接（卒業論文・修士論文の要旨（またはこれまでの研究内容の要旨），研究計画書及び成績証明

書の内容を考慮する）を総合して行う。

科目：名 E時 内 容 等

獣医学分野に関する英文の読解カを問う。

※ただし， TOEICL&R (TOEIC-IPを含む）側点以上， TOEFl一四 67点以土，

英 語 100点 I且，TS5. 5以上のスコア栗又は公式認定証（平成28年4月1日以降に受験

したものに限る）を提出した者は英語の量輸を免除し，得点、は本学の定め

る基準により 80～100点で換算する。

専門科目 100点 志望する教育研究指導分野毎に出腫する（9ページ参照）。

教育研究指導オ野毎に複数の面接官による個人面接とし，研究計画等に関す
面 接 100点

るプレゼンテーション及びその内容に関する口頭試聞を含む。

7 鼠験期日及び蹴臨場

(1）平成30年度4月入学傷1回）

一慨蹴
実 施 期 日 科 目 等 時 間 試 験 場

専門科目 10:30～12:00 

平成30年8月2113w 帯広畜産大学

英 語 13:00～14:30 

平成30年8月22日（水） 面 接 9:00～ 帯広畜産大学

※面接当日のプレゼンテーションのデ－11をMicrosoftP鵬 rPointで作成して，平成30年8月10日（金）

までに入者謀議係まで持参または覇嘘してください固

※平成30年8月20日明） 10時から試験場案内図を受験者入口総合噺究棟I号館入口）に掲示しますが，

試験室内に入ることはできません。

(2）平成31年度4月入学悌2回）

一般濯抜

実 施 期 日 科 目 等 時 間 試 験 場

専門科目 10:30～12.。。
平成30年12月15日（卦 帯広畜産大学

英 語 13:00～14:30 

弔或30年12月16日（日） 面 接 g:oo～ 帯広畜産大学

※面接当日のプレゼンテーションのデ－11をMicrosoftP棚 rPoi川で作成して，平成30年12月10日（月）

までに入朝鵡締まで持参またl掴法してください。

※平成30年 12月 14日（鉛 10時から試験場案内図を受験者入口機合噺境線I号館入口）に掲示します

が，試験室内に入ることはできません。
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8 合格発表
(1）下記により合格者の受験番号を発表します。

区 分 発 表 日 時 場 所

一梯援鞍悌1回） 弔或初年8月28日 (:k)10:00 本学総合研矧策I号館玄関

及び本学ホームベージ

一梯縫蹴悌2回） 弔或初年 12月2513 (:k) 10: ()() http：／／＇珊w.obihiro.ac.Jp/

(2）合格者で本学に在学する者には，受験粟と引き換えに合格通知書及び入学手続きに必要な書類を入試・教務

課入学猷験係で交付しまToその他の合格者には郵送します。

(3）電話等による合否に関する問い合わせには，応じられません。

9 入学手続

(1）入学手続期間

区 分 手 続 期 間

一様縫鞍悌l回）

弔或31年1月7日明）～璃或31年l月15日ω。
一様縫鞍悌2回）

※最終日 17時必着

(2）入学料 282,000円

(3）その他の経費

学生教育研究災害傷害保険料CiE課・課外括動中における不慮の災害事故による学生の傷害に対する救済措間

4, 730円

授業料について（参考）

前期分 267,900円後期分 267,900円

※上記の納付金は現行額であり，入学時及び在学中に学生納付金の改定泊苛Tわれた場合

には，改定時から新たな納付金が適用されます。

※納入期限は，前期分が4月末日，後期分については10月末日です。

10個人情報の取扱いについて

(1）本学が保有する個人情報は， 時虫立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の法令を避守す

るとともに， 「国立大学法人帯広畜産大学保有個人情報管理規舶に基づき，保護に万全を期しています。

(2）出願時にお知らせし史的、た氏名，住所等の個人情報については，入学者選抜，合格発表，入学手続入学

者選抜方法等における調査・研究及びこれらに付随する業務を行うために利用します。

(3）入学者選抜で得られた試験成瀬の個人情報は，入学者選抜及び入学者選抜方法等における調査・研究を行う

ために利用します。

（母上記（2）及び（3）の個人情報のうち，合格者のみ，入学後の教務関係（修学指導等），学生支援関係（奨学金

申請・授業料免除申請等）に関する業務及びこれらに付随する業務を行うために利用しますので，合格者には

入学手続時に改めてお知らせします。
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帯広畜産太学太学院畜産学研究科獣医学専攻（博士課程）案内

1 大学院置産学研究科獣医学専攻（博士課程） 教育ポリシー（方針）

0アドミッションポリシー（入学者受入方針？

帯広畜産大学大明涜畜産学研究科獣医学専攻（博士課衝では， 「獣医・農畜産学融合」 「海外の大学との協力」

による教育体制により，食と農のグローノ~，.化を背景にした専門的知識及び車股劃主と優れた研究開発能力・教育能
力を備えた豊かな人間カを持つ研究者・教育者を養股するため，以下のような人を学生として求めていま7九

1. 獣医学や農畜産学に関する国際的な視野を持って，高いコミュニケーション能力を身につけて国際水準の先

端的な研究を展開できる教育者・研究者を目指す人

2.獣医・農畜産調蛤分野において自らの研究成果を社会に還元し，動物や人の健康，鵬健輔や生態系の保

全，産業や生命科学の発展に中心的な役割を担い圏内外を問わず中士会貢献することに意欲のある人

3.獣医学専攻の特定分野に関する総剖句な知識や先端自柵究を探究したい人

4.獣医学やその関連分野に関する学士課程までの基礎知識と基礎的技術及び応用能力を身に付けている人，ま

たは他分野に関する修士課程までの基礎知識と基礎的技術及び応用能力を身に付けている人

Oディプロマポリシー（学位授与方針）

帯広畜産大学大学院畜産学研究科獣医学専攻（博土課程訪では，教育課程で定められた授業科目を履修して所定

の修了要件単位を樹等し，臨床獣医学，基礎獣医学，公衆衛生学等の獣医学分野及びその学際分野における最新の

知識と技術を駆使した先端研究を担うため，以下の能力を身につけた人に学位を授与します。

1.倫理観

・基礎獣医学，病態獣医学，応用獣医学，臨床獣医学の獣医学分野における最新の知識と技術と伴侶動物，産

業銀働及び野生動物を対象として高度な最先端医療技絡や紅会活動に対する深い理解に基づいた倫理観を身

につけている人

2.国隙重用力・リーダーシップ

・生体内部のミクロレベル，個体及び個出曜を対象としたマクロレベル，さらに家畜生産を含めた広範囲な生

命科学的研究領域において国際水準の先端的研究ができる能力を身につけている人

・生体内部，個体及び個体群を対象とした生態学的研究領域において国際水準の先端柵究ができる能力を身

につけている人

・動物医科学に関する幅広い専門分野の知識を身につけ，園際水準の先端的研究ができる能力を身につけてい

る人

・食品安全マネジメントシステムや国内外における農畜産物の安全監視に関する高度な専門知識と獣医療・動

物医科学の優れた分析技術守家畜管理出荷を活かし，食の安全守勢物とヒトの健康の向上に貢献できる能力

を身につけている人

3.表現力・コミュニケーション能力

・基礎獣医学，病態獣医学，応用獣医学，臨床獣医学等の獣医学分野における専門性について，思考・判断の

過程を説明するために国際面用性のあるプレゼンテーション能力及びコミュニケーション能力を身につけて

いる人

4.専門的知識・技術

・食品安全マネジメントシステムや園内外における農畜産物の安全盤視に関する高度な専門知識と獣医療・動

物医科学の働此分析ぜ併や家畜管理技術を活かし，食の安全や動物とヒトの健康の向上に貢献でき，獣医

学分野，農畜産学分野及びその学際的分野に関する国際的な視野を持って，獣医学のグローパル化に伴う多

様な担会ニーズに対応できる実践カとリーダーシップを発揮し，国際水準の生端的な研究能力を身につけて

いる人
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0カリキュラムポリシー（教育楓程縄成方針？

帯広畜産大学大明涜畜産学研究科獣医学専攻（博士課間ディプロマポリシーに掲げた知識・揃樽を修得させ

るために，以下の点に配慮して教育を行います。

1.研究者としての高度な倫理観の養成

eーラーニングやアクティプラーニングを用いた，高度な倫理観を養此する科目を配置します。

2. 日一ダーシップの養成

－柾会ニーズに対応できる実践力とリーダーシップを有する教育者・研究者を育成するために，高度な知識と

技術を習得し，全体を統括できる能力を習得させる科目を配置します。

－優れた教育者・研究者になるために教育・研究スキルを実脚'ifこ修得できる科目を配置しま七

3.国際自重用力の養成

・海外での活動を見据え，英語によるプレゼンテーション能力や，ディベート能力及ひ浦文作鵡包カを高める

科目を配置します。

・最先端の苛開能力を修得するため，海外の大学との協力体制による研究インターン‘ンップやフィーノレドワー

ク等の国際重用カを養政する科目を配置します。

4.博士人材としての総合研究カの養成

獣医・農畜産融合の視点から，幅広く専門性の高b吹日識を分野横断的に修得するために共通科目を配置する

とともに他専攻科目を選択科目として配置します。さらに地球規摸課題の解決を目的として，国際水準の先端

的な研究能力を修得するための科目を配置します。

5.国際的に活躍・貢献できる研究者の育成を目指し，獣医科学及び関連分野の先端的な専門知識と高度な専門

出荷を習得させるため，教育の中心となる「専攻コア科目」を必多桝目として配置し，高度な専門融自識を修

得する科目を用意しますユ

6.食品安全マネジメントシステムや圏内外における農畜産物の安全監視に関する高度な専門知識と獣医療・動

物医科学の優れた分析技術や家畜管理技術を活かし，食の安全ヰ動物左ヒトの健康に関する世界最先端の知識

と技術を修得させる授業科目を配置します。

2 課程の修了及び単位の授与
本学大学院畜産学研姉ヰ獣医学専攻（博士官黒船に4年以上在学して所定の単位（30樹立以上）を修得し，

カη 必要な奇険議噂を受けた上，博士論文の審査及E論文関連科目の最終試験に合格した者を課程の修了者

とし， 「博士（獣医学）」の学位を授与します。

ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，研安滑に3年以上在学すれば足りるもの

とします。

3 畏捌贋修制度について

長期履修制度は，職業を有するなどの事情により，標準修業年限を越えた一定の期間（8年以内）で計画的に

教育課程を履修し課程を修了したい方に，標準修業年限の呼費で，その長期の計画的な履修を認めるものです。

長期履修を希望する方は，あらかじめ主指導を希望する教員と相談の上，原則として入学手続き時に申請書を

提出してください。
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5 太学院畜産学研究科獣医学専攻（博士課程）担当教員一覧

氏 名 職名
教育研涜

専門科目名 内 ~コbー
指導分野

王十嵐 慎 教授 耐病性遺伝子工学 獣医寄生虫学 原虫の宿卦聞白内寄生機構に関する研究

石井利明 教授 村経薬理学 獣医薬理学
脳神経系における生理機能の発現ヰ病態形成に

おける分子機構の解明

猪熊 寄 教授 獣医内科学 大蔵駒内芋｝学
大強胸の内科疾患の診断世主およt舟的事法に闘す

る研究

小川｜晴子 教授 獣匪伝掬青学 獣医伝湖南学 蔵物ウイノレス病についての研究

河津信一郎 教授 原虫病予防治療学 獣医寄生虫学
原虫ゲノム・タンパク質機自図書報に基づいた新

たなワクチン・治療法Hの開発

！）水性・陸生動防由来感染症の発症機序，病態，

川本恵子 教授 獣医感染症学 獣医微生物学 疫学及。診断法に関する研究

2）アレノレ羊咲患

倉園久生 教授 蛋白毒素科学 獣医微生物学 細菌感染症における蛋白毒素の役割

玄 学南 教授 生体防御学 獣医寄生虫病学
原虫感染に対する宿主防衛晩疫の解析と組換え

ワクチンの開発

古林与志安 教授 診駒育理学 獣国蒜理学 巌敢疾愚の病理発生機序解明と診陣怯の確立

佐々木基樹 教授 獣医解剖学 獣医解剖学 榊鵠掛陶の機能形態学

鈴木宏志 教授 ゲノム機能学 実験車物学
発生工学による遺伝子の機能向執庁及び発生・生

殖工学的技術開発

西川｜義文 教授 感染宝疫学 獣医寄生虫病学 病原性原虫感染症の発症機序に関する研究

古岡秀文 教授 病態病理学 獣図丙理学
神経筋疾患の病理， I惑梁症の病理（観胸プリオン

病， La肥田＇ia感染症等）

松井基純 教授
繁殖障害診断台療

獣医臨床繁殖学
ウシの卵巣および子宮機能異常による繁殖障害

学 の病態生理の解明

山岸則夫 教授 牛病学 獣医臨府首理学 牛疾患の病態と診断・治療法

横山直明 教授 原虫病高度診断学 獣医寄生虫病学 家畜原虫病の疫学調査及びその市胸怯の確立

加藤健太郎 准尉費 地球規模瀦剃主学 獣医微生物学
原虫の宿主細包接染の分子梯織の解明と新7ヒな
抗原虫戦略の確立

久保田 彰 者信教授 環境毒性学 毒性学
人工化洋物質の生体影響と作用機序に関する研

究

病原お噛 t食品有害細菌，人獣共通感潟角坦閃

虞井豊子 手信教授 病原細菌学 獣医公衆衛生学 細菌）に闘する細胞分子生物判慨究繍原性

発現機序や診断・検出法の開発）

福本晋也 手信教授 ベクター生物学 獣医寄生虫学 ベクターにおける病原体感染成立機構

松本高却日 F信教授 獣医内科学 大動物内手陣 大動物の感染鑑の診陣尚よて舟餓曹に関する研究

室井喜景 F信教授 神経来週学 薬理学 戴時自の井靖断脊動を司る梓経揚糟正晴拝明
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出願書駒幽・跡、倒婚先
〒幽か僅髄帯広市稲田町西tllll番組

宿店竃遊先学 Ht・＿，.隼航a鍋
'Ill 01厨-41-ii詔E°＇隼制蹟側盟理EU!－壷 E：開』'17:16)
E・11 耳圃値動~凪臥』・

；嗣.. 帰ホーム＂＇－~のご淘帽
申ーム局ージ位協λ獣抑制L膏噂攻自慢＃，大，咽儀聾噂損協，ていま唱、

； ァ~·v.:i11t, 初出P明． H岡田輔副且時
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1. NumberofS佃dents加 beAd皿it陪d

N田nb町 ofS加d四幅旬beA命凶I恒d
G曲町叫A白山田on

Progra血 The,. The2困

Admission T1田n Adi盟組onT1田n

D。c阻ra!Progr富血of
5 Limi幅d

V回erinarySロ回目

事Seepage18曲daft町 for也eprogram outlines and sup町VIS町宮

『)epen血昌佃也e闇叫tofdre1•副宜由園田師団， die2"' adr由祖阻師団maynotben副 ed.Infunnation宜irdre2"'岡田W迎be

on our明：bsitein die回lklleofα加ber,2018.

2. Application Cri担ria

To apply伽 Genera!Adr凶盟国"1,0盟国国四国toneof也efollowing cri脂血：

{I）百回ewho have completed a six-year program in medicine, d副 s句， pharmacy，町veterinarymedicine，町置e

田中ec・匝d加 do田 on町 before』伽也31,2019.

(2）百回ewho have co岬 le刷 o醐 ideJa岡田 18－戸町田:hooled国組on（血el描 tprogr祖国且tbe祖国.edicine,

dentis匂， pharmacy,or vet町旭町血.edicine), or are担 pee制加doso on or be伽 eM置cb.31,2019.

(3) Those who have con司pleted阻 18－戸arschool education of a叩 田 町0白百也血Jap阻 by阻kingaprogrョmofa

univ聞 ityin也at叩阻町曲oughdi剖岨cel田mingin Jap岨（血elast pro伊 mm田tbe in medicine, den畑町，

pharm即 y,or vet田租arymedicine), or are ex型民国加do曲 onor before Mar由 31,2019.

(4) Tu潤袖o岡田con哩k凶 aprogramαf岨 σ＂＂＇闇由副叫 x:ati皿alin訓血l醐凶inJ：哩粗削hash<粗哩事rovedby 

1beMini蜘 αf抽哨叫G出X旦亀町民制畳間血dT1油田ilogy，対E田g泊 l3臨臨時置企業1描 havi略目珂k凶 18

y田 sof formal educ泊四of也atcountry (1也el描 tprogr咽 mustbe担皿凶icine,d阻tis町， ph町盟国y,or四回nary

medic皿e），町田国pee凶白do田岨町k動 eMan:h31,2019.

(5）四国ewho have been confi問。d，町抑制加 beconfi町凶 by抽 rch31, 2019., a degr田 eq1皿val阻t白 a

ba心:helor'sdegree幽 ughat回曲g 血 ov町田as 岨V悶ity 町 0也町 OV•町田as school （刷刷恒也田ewhose 

education血 dres回目h叫包吋且eshave be田 evaluatedby p田佃swho have b民坦 C町姐.edby也e田le刊 nt

coon句’sgov間血血tor a rela白dinsti加担.on,or have be四 S停 制 脂lydesigr盟脂dby the Minis町 of＆！皿ation,

Cul国民S戸市， Sci回 目 岨dT田：bnology掴 be四.ge司山val四t白山:h）阻dcompl出ngaprogr四伽treqwres5 

y間宮町lo叫抑加comp！出（也elast問伊血血ustbein血.edicine,d自由位y,pharm郎y,or veter岨町ymedicine)

(including completing a pro伊血 imple血阻悼dby the relevant ov悶 e割配：hoolwhile living in Japan仕立ough

dis阻ncelearning，酷wellas completing a progrヨ血凶pl田nen悼dby岨 educationala副lity開tablishedwith也e

問l町岨tov1師団Seo阻 吋sschool education sy曲田岨dhave問問ivedthe des沼田厄onm曲tionedabove）.開。陪

1] 

( 6) Those who have b田E四rolledfor fo町 ye師団longer皿asixー戸町progr宙nin田edic皿e,d田tistry,pharmacy, 

or四国nary血吋icine,who have comple凶 OU恒ideJap阻 a16-year school d田ation（也elast progra血血国tbe

血田edicine,d園山町，pharmacy，町vet町inarym副 cine),who h四回岬・leteda 16－拘置schooleducation of a 

cou出 yo也町由血J叩岨by阻kinga program of a univ・間 町 並 伽Icoon町由roughdi酷岨cele出世nginJap岨

（也el田tpro伊皿 m田tbe in medicine, d回世甜y,pharmacy，町 veterinarym“icine），町油oha明田町l曲賞:ia 

F喝 聞nof皿 σ暗闇＆胡副叫踊組四l凶白血1回調edinJ哩皿也athas k阻号事。v吋 bytheM凶蜘ofF.ducati叫

G品.ire,角田恒制庄田andTee泊10logy，叫担segr泊 .llll国臨時置ded描 havingcon司pie凶 16y閣 3of伽宜凶泊四血盟

（也slast progrヨ血凹店tbe血血血C四， denti町， pharm叫 y,or v出n皿ry田：die田），副h蹴 b田nrecognized描

ha吋ng叫 q出血dpr四 回ibedロ凶i恒 明 白阻田11回tre田h at也eα量宜oUniver喧tyαfAgrict晶.ire＂＇姐 Veterinary

Meclici面白拍1描住血JOL[No阻2]

σ） Tu田柿田間企置国語eligibleby也抽由回of&h刷 叫G品問亀肺，Seier悶 副Teclmology但岨e6nNo.39, 

Mini曲yo任油盟組皿，1955):

① Who studied medicine or d田H曲y副 ad句百個阻tof medicine or d四国町ofa university set up by the 

fonn町U町田ityαder(l岬町ialαdinanceNo. 164, 1918). 

② Who grad田恒dfro皿也eNatio田lDef出 eMedi四ICollege田tup by也eAct for Es励 H血m四tof也e

M恒istryofDefe田e(Act No. 164, 1954). 
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③ Who have叩宜iple恒dam描町’sor professional de伊 eprogr田，whoare eligible由ora master’s de伊泡，町

who have be回目立・oiledin a doc師団lprogra皿 f町同oyears or longer，臨quir吋 30er吋i旭町 more,

r回目vednecess置Y開田町hinstructio叫置idwho have b田盟問cogniz<姐 bythe Obi励。 Uni・官四社yof 

Agricul皿e置xiVet回国y』島也me Gr拍 E脂＆おJOI描 having叫剖田nicabiliti田 eq1凶刊lent加 thoseof 

p町田nswho comple凶 6－拘置progr四＇ inmedicine, dentistry, pharmacy, or veter由arym吋icine.[No匝2]

④ Who have be回間関吋担問田町hat a四 versityor research四蜘附加g叫回国gfro血 afour-year 

college or cor昭l由 da l6-y1曲 rOVI田 e植民hooleduca世on,and have been r目。伊izedby血eα曲。

U町四tyofAgricl加盟副Vet阻 myMed凶 eGr叫由School描 having臨叫回国cabilities equival1回tto 

也oseofp師団ISwho have corr司pl出 da 6-ye町 progrヨ血血 medicine,d田 tistry,pharmacy, or vet国旭町y

血.edic血.e.[Note2] 

側面盟材担田24y田soldor older, andr臨時戸副皿住preliminalyselec阻 bytheα曲。U血官盟ityofAgr岡地配置凶

Veteri皿 yMedicine Gradt雌＆おJOI掴凶吋ng句副柏町highera剖 emic岨均価18国語v田 itygr凶国恒.[No恒2]

Note 1: Applic皿薗胃・hograduated or町 eexpe出 d旬 gradua・胞 au困ve田町匝 a四四位7匝which量

価 回踊曲阻18F田富価回E凶，..，Ii町四al＂＂＇皿血皿佃伽 ur酌咽ty』叫（血eI掴 tprog1岡田皿ustbe匝

皿叫i血鳥 dentis町， pharm町， orve担血町田edicine)and who don’t岨白骨c曲血（句 aboven副

佃 cho価 ethepreli皿inary田4配 tionsp既出ed匝（8).

N雌 2:A刑囚醐wbos雌slYcriteria (iの，（η③，（ηc，or(8）盟副柏田島宮崎“＇ 3.Au伽恒蜘nfor 

Qu組制Applica耐’on戸ge13.
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3. Au他師団組onforQu岨E叫 Applie阻 ts(Happli岨 .hie)

百回田 whowill apply m叫町也S司司pJi,田.tion伺国祖（6),（η③，（7)④， or (8) have to be叫 thorized掴 q回出.ed
叩plic醐白血nit住帥血醐皿住刷ebelowby住 d叫 mIf you send也edoc岨田恒 by血副l， 臨時 蜘凶

eヰ町田 mail

(1) Appli同血盟furm伽中組主誕1叩pli田圃血d四izl甜血事

。 ） 白 血 泊 四 回z刷出血回世E田島量阻白幽凶四＞Iyou組副詞

D回血盟由旬a血世t 。） Ac剖国語c1r副島中l

(4) R聞置也但世加島（国北曲車問。dof血盟副回出田血ofyo町田園由）

(5) M蜘 ials貴闘闇園出闇曲

D回訓血s
百e1•0園田富凶dmis回皿：τhur凶ay, July 5, 2018 

百e2"'G園田富凶企凶鼠皿工百resdayNovi置あ置6,2018

B宜直田E盟国n油田O自国

Subn孟t旬： Obi泊。U町宮町ofAgrici曲田副V嗣 inaryM抽出e

11 N:血 2,Inador.hn, Obihiro, HO雄副o偲().8555,Ji時間

事官官appli田.tionform for也eauthorization for q田且tiedapplic血阻isavailable on o町 websiteat 

h世p://www.ob血柱。．叫.jp／.～伊h皿u/田gli油／ad皿ission/：司司pli•田加，nfj皿d田.h凶1

4. Advan田 Consul臼tionfor Applicants wi曲 Physicalm掴 bill世田

Apph回出 wi由 physi曲Idisabiliti田町 advised加 con皿且明白血eEn回neeE国血血組onO伍ceby也adeadli即

below.，副 specialC沼田id悶 .tionmay be nece田町伽阻kingthe盟組四組onor s佃dying.Th田ewho国 ea hear也事国d,

crutch＞田， orawh田lchairare al皿 ad羽島d柏 田 畑出血eEn回n田 E剖血inationO伍ce，個 sp田i叫arrange：血血恒国也e

阻 a血血組onsi恒S血do也erlocations may be n回目S町y.

(1) Appli回世間伽Co田叫刷。n・
D四血盟由加a取温t

(2) Medi四ICertific臨

(3) 0也.erdoロnnent也atshows也eCOil>也tionsof disぬill世田（e.g.a copy of也edisab出町Y

certifica胞）

Deadline 
百iel"G田era!A血由園田：Fri血cy,J叫y20,2018

百＂＇ 2"'G田era凶伽由園田百四吋ay,Nov冒由町22,2018 

E出回ぉE副首盟組曲O盟国

Sub凶t伯： α温宜oUl阻V宮町ぱAgriculll配置姐Vet聞置yMedicine

11 N幽 2,Jna血血，α曲凶，HO雄副oO飾品555,Ji寧皿

’The叩•ph目白血formfor也eau血.onza包 叩 伽qua!温“司司pli回 n胞 1savailable on our wぬsi恒 at

http://www.ob血m叫 Ph凶皿u／田.glisl削皿ission/applica包on/indexh凶
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S. Appli帥 tion町、Bcedu問

(1) A即E出血d田町由

A闇h調 阻d開 E田由 s 
Fill out the pr田cribedfur盟国民事toolu皿 Sllllllkfd WI也専

Appli<刻皿funn,e＂＇皿 τbe世田恒（4cmhighx3四 wide）皿皿h胃 k粗凶姐羽他3皿mlbspri町加

a釦重岡皿岨d，田d 明回生JD.The阿国品田圃bea full島高量幽明開，wi1houta同副W田圃ggl掴 臨

photogr可也国d 正a田問町1：.，~：岨田h昌也hβd田血of：：：血~制~盟E並国旬田a:d也闇e ：＂蜘~四~nameyou 

Pay30,000y曲伽也eex四国出血fee岨dglue世町田咽白血esp田ified悶 a

Re閣がof也s
岨世E司が島組皿form.

2 国阻血a厄onfee{wi血
S田（2)fi町 paymentme也.od岨 Page15. 

da恒由mped)
脅Govern皿.ent-fmanced泊起rnationalstudents do not have to pay the f凪
Sub皿it曲ece：甜:lica血 ofa government-fman同dinternational student, 
which is issued by your colle2e. A同＇nvis acce1>担.hie.

3 R国掴曲JlRll四al
D田cnbether盟問曲you恒国d拍do也勧Dex加温ll'ro!書留乱

See (3)0凶del血eofResear℃borooo回lonPa田 15.

Certifi四面ofcompletion, 
世世岨 岨島ぱ回開凶 *Tho田 whohave四回1ple担dora四 e玄pected師四回ipletethe progra皿 of

4 co血pletion,of 6－戸ar the Obihiro University of Agri叫佃reandV1融市町M岨由eor
皿伽寧凶田恒progra血 町 E肝冒nn阻 t品田官官叫函館祖国ionalstuden白donotn画詞価回出国弘

mas恒r's

Must be鍵剖ed.
． Of也.e6－戸町田d田宮adua恒progrヨ皿，or皿描陪r's戸ugra皿 of也s

5 A血色町也佐田田哲t
U血V悶 ityyou comple陪4

可bosewho have曲目1pletedor are e玄pected佃曲mpletethe progra皿 of
the Obihiro University of Agri叫佃reand Veterinary Medicine or 
富田冒nn阻 t.fi園田刈函館祖国ional蜘盛田恒donot臨調d価回出国弘

Submit a四m血置yof your undergrad田恒世田as肺’s也esis，町aprogre田
Summary of 時 ortif the thesis has not be四四時leted界t{onA4油田租，3pag田

6 under耳目品調脂orm掛町’sm皿rmum).
也田is If you did not write the也田町叫皿tan叫ad田 ic曲目is町時町t血atsbows

vour academic abilities 

N皿.，鑑姐剖企出個d

7 （白rsending notification F国田正戸町田ne,剖企閣制問凶店池岨吐叩田町品。dfu血
of剖血血sion)

TOEFL-iBT Exam皿田 S曲 mit也eon伊国IC町岨ca陪 ofone of也efollowing e盟国Te由 whichw悶

Score R句町ぜ 同kenafter Apr丑1,2016町宮部cep阻hie.

8 
TOEICL&R O箇cial TOEIC L&R (including TOEIC-IP): 650 or higher 

Score C財tificate/ TOEFL-iBT: 67 or higher 

IELTS T田tR句 ort IELTSAcade皿 c-Mod由： 5.5orbigb1町

Form Only也osewhowish佃 beexempt fro皿 theEnglish te国

Self-剖企国記ds園理凶
Fill out)U町田ne,ad企園田Jdpc溜凶目刈e,a国 putpc醐 ge舗ampsw田也362y阻岨世E

9 血官判吋lrSf盟ding吐＂＇
F田:ribed皿 all町V也移

合The臨時同時四盟国閣園町宜youch刷鵬曲四国師世睡En岡且碑Exan血剖加
田町nadmission咽 d om偶曲凶ckUP世酷剖湿叫.Justwri匝yourna皿.eon the envelo1>e. 

Cer幽白血ofR田id四回，or
C町困宣聞記oflt田uk盟cemust be one issued wi由in6皿onthsbefore世田date of 

10 SI品田ssi四L阻d血U且conta血 也edescription of visa s旧制S阻dpenodofs凪y
copy ofRestd阻ceCard

*Non-Jaoanese citizens onlv 

11 Approval for application 
S由回t皿 approvalmade and s阻宜中。dbythem血ag町町presidentif you are 
国DJ)loyedby a J>曲 lieor世iva白orw四iz岨on.

Note: A Japanese回国lationmust be a枕邸bed価問組問国which蹴 issuedin I阻思皿畠田0也町也anJap.血闘世

English. 
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(2) Payment田E也.odfor目躍世田.tionfi田

Pay也B田町四位mfteusi昭島戸田町也d伽mata阿 toffice置 J畦lllllp咽 B掴量i<w姐血thed田抱田臨ipayi盟盟関iod田

indic剖凶凶ow.

N由吐圃pesto盤蝿阻dJ叩血 PostBanlcs町田園町yopen量咽9目:001D16：却岨W田k陣血dck岡田加.ml明

白血血戸副幽皿alhol陶 s.

Ex岨 ination I Paym聞！Period

The !"Gen捌 Admission I From問，叫2018加帥川20,2018

The2""G田副Admission I F阻蜘向 ，N叩 加問問山向，N凹田岡山S

N曲 l：τbe園田血ationfte恒国trefi凶 able田cept1伊 nr可盟国恒也efolio明ngc祖国

aτ'he payer did not司lpiy.
b. 百eapplic耐onhas b田nr司田岡

c. τE怒号lplica皿haspaid the四国n油田毎同i凪
叩Or伽也erin伽宜凶皿北町ut吐ierefimd，田由ct

B宣置 田E四国n甜皿O自由

α量的U面市吻ofAgric曲盟副Vet聞置yM副d田

E-mail: m旧剥＠。1曲面ac.in

N曲 2:An明b阻 w迎E沼崎町凶正也白血醐皿缶詰岡戸姐町白戸戸盟国re:坤t担mtd甜誕ibythepost岨 田町

J時阻PostB直也

σ） G叫delineof rese町chpropo岨I
Y皿 must四国ultvour nromeetive sunervioor before makin1>曲ere•回目当 nmnosal. The proposal must be 

wi血血2,000char田町宮血J柳田田， or同oA4sh周抱皿English.E田店t印刷e也efol日開ing伽田points:

I. B叫 kgro叫id血dpurpo田sof山田田町h(ind曲坦）

2. Ou出血ofrese眠 hm抽 od(Y叩 donotn田d旬 describeres田rch匝chniq田sinde阻止J田t凶 eflyexplain也s

山且皿5of白抽出開田町:hprocedure.) 

3. Exp田恒d問団archm凶担 (Detaileddescrip出n抱notn郎副田ry.Brie匂 des町ibe叫蹴凶閏叫恒也C岨恒xt

of the問団臨hp岬回国．）

事百ieform for也erese町chproposal is a瑚坦め・le岨 ourwebsi恒副

h廿pゴ畑ww.obihiro.叫 Jp／.寸評kn血u/engli曲刷mission/a仰 lica丘on/凶阻．』皿I

(4) Appfu甜ionr理由泊阻dapp血 叫 岨period

Fnclo田 all1he叩pli剖皿加mier由inthe pr園地ed回向忠信皿A4-si羽田velopeand br時並命即日y1D1heUrii'咽拘 置

剛山tbymail

①凶eel勾がi田町tA問中凶k岡田i8:30置凶17:00,Ma叫aythr四喝hF出ay.

② Mailed勾司pfu油.on:

百s批＝由国皿be閥均時蜘edspぬal制i咽 y回 LThe docu皿.en旬 have佃町riveby 17:00 on由elast 

day of白eapplicati•皿 period. 政x:ume由 anivi喝凶E也田也担叫IInot be＂＇店事凶， sobe sure旬間xi1h四田町y

E田勝佃町口組問凶制郁

Exa皿mation Applicati叩 P目白d

百eI" G田町alAdmission From Friday, July 13, 2018加 Friday,July 20, 2018 

官官2""G田町a!Ad皿ission FromM血詞ay,N肝町並町19,20日81Dτbur吋ay,N師団武ier22,2018

(5) s曲mitthe明国畑d回 E田恒也：

匝蜘蹴b出回皿O盛岡ObihiroUl凶咽tyofAgrici品配置ldV•出幽yM叫四且

11 N幽 2,h抽 出 ，α曲。，E玉old圃idoO船畠555,J：哩岨

N由．τbe符唱pli国担叩改岡田園出w世田tbe間回盟国i
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6. Melhodof＆量定lion

G田era!A血血d叩

R田血宜主皿缶四E血甜皿of，副刻庄町剥li1yand恒国吋即（about也eOl且lineof也eun伽伊d同胞 orm屈町’s也田is町

P描 t回田町chcon回恒，由開醐民:hpr柳 田I血d1he醐 demic岡田恒t）羽llbe四国国

政 謝 料m
Allo国間t

Summary 
of marks 

Skills of田“血g脂足恒onveterinary田1田ce

*Tho田 who凪白砂oneof也s回 tSC田ebelow are ei<田np匝dfrom也eEngli血

盟国四回.tion阻dare giv＇四 80-IOOpo血恒部cording柏田xg泌田恒school

Engl包h 100 四gulation.The脂stsco間四国tbe takJ回 aft町April1, 2016. 

TOEICL&R(i皿cl凶血gTO日C-IP):650 or high町

TOEFL iBT: 67世 higher

IELTSAc刈国国c-Mod叫e:5.5町 higher

Specialized 
200 

Q田sti皿sm開 chfield of education阻dres岡田h四国ction師 giv＇田．

SU句出回 (S田 Pa耳目20-21.)

P町田nal田恒rviewby multiple担出rview町宮血 e叫 hfield of ed皿ati岨岨d

Interview 100 田島町油田甜uction，皿dpres置血虹阻阻也erese蹴 hplan，血d田叫e国mma且岨

abouttt 

7. Ti皿e,Da陪 andEx鴻minationLoca世on

(1) G四 .era!Ad出掛四期尚ngin April, 2019 

加島 ｜ 取組制皿

Tu田day,Augi皿t21, 2018 

Wedn田day,Aug田t22,2018 

取出i副 St判醐

Engli血

E師 view

T四 I Lex羽血

10却－12創〕 IObihiro Uni咽吻of

13 :00-14:30 I Agrict品配置idVet曲 ary

9剣一 IMedi血e

合Bringor mail the Mi四四oftPower Point da祖師heused for曲epr割問n阻世onon the匝tervi肝vday佃

En回 B田 E盟国回目。EO盟国byFriday, August 10, 2018. 

事From10:00 a.且 onMon白yAugi皿t20,2018，也alocation of也sexa凶 nationroom will be posted at the血岡田泡of

the G四回lResearch Building I . How町民田町h恒也eexamination room is not allowed. 

。） G由町叫Admissions祖師ngin April, 2019 

同島 ｜ 民田制皿 Time I Lex沼血E

S岨E由y,D回国由er15, 2018 

S岨血y,Dec血血笠16,2018

毎回alizf姐S両面包

Engli由

E艦 view

10却－12訓〕 IObihiroU面市吻of

13却－14:3ゆ IAgrict品配置idVet聞置y

9却 Mee量cine

*Bring or mail曲eMl田明。貴Po・胃・erPointda白血beused for也epr回担nta世onon曲eintervi何 day佃

En回 nceExa凶 nationO節目byMonday,D副理mber10, 2018. 

*From 10 00 a.m on Friday Dec田由町14,2018，也e1目別onof也eexamination room will be po蜘 dat the回国且問

。ftheG曲置叫R田e世℃hBuilding I . However，臣官yin加也eex虹ninationroom is not allowed. 

8. No世ficationof Admission 

(1) Schedule 

Exammation Date 

τbel"G曲 .era!Admission lO:OOa.m, Tu闇day,A再現副28,2018

τbe2""G田 era!Admi盟阻 IO:OOa且，羽副ay,Decer曲町25,2018

面倒e四国＂＂＂ of証明凶由雄副田岬均凶昌也噛置問。f也eG田副R園田n:hBt副主砲Iand皿也ewet曲。llp:h加WW.Obi凶o.ac.jp).

(2) τ'he successful appli曲山 whohave b田ns佃dyingin Obibiro U血V町田町ysho叫dco皿eto也sEn回且国

E回血血姐阻 Officem白“血ission伺 rdand田C目ve也sn団組閣血mofadmi盟盟置姐也edocwne曲 nee田圃yfur

田rolln岡戸田泊:ires.To1heσ曲四店酒sfu勾桝田町也闇docume由町盟国byma且
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。） T唱曲盟国明間rega地事a削閤皿町enot叫句恒4

9. Enrollment Procedur田

(1) Enrollment P田od

Examination P聞od

τbel"G田era!Adir虫亘叩

τbe2"'G柏町alA伽由sioo
Fro皿 Monday,Ji回 :imy7,2019加古resday,J：田l8I)'15, 2019 

可bedocum個師have佃 町 吋veby 17:00 on the last day. 

(2) E：世ollmentF＜田： 282,000y血

σ） 0也erExpe田es

F出 品rdi曲 S町／田cidentinst四 neefor s旧den脂 血 仙JCa品on/research:4, 730 yen 

{losuraoce for叫 ider血Iiojury io Univ闘 ity郎副H回）

Tuition (subject阻 change)

Frrst田血田町 ¥267,900,Sec皿d出盟国国 ¥267,900,

事Theabove tuition is也ec四回ta血.ountIf the tuition is ch皿gedat也etime of阻 tr曲 師orwhile問。lied，血e

new tuition will be cha唱edfrom血etime of change. 

事Paym叩td回dlioeis血e担 dof April for血efirst sem田町加ition阻 d也e田idof Octob町 for也esecond 

semes脂rtuition. 

10. Privacy Statement 

(1) Any戸田mlinfur四組皿珊a岬町is曲ic11y同町制underthe’'LawooPr叫岡田ofPersonal Infunna勘nHeld by 

Jnde]:阻街並Admini由説明 Age岡田” arxlthe明8tiooalU垣市首lyO耳聞記.ooObihiro U耐冒耐 ofAgri皿湖周副

Veterinary Mfl並血eMa田容世田rtRe伊凶oosofP町田mlh並盟国単匝L”
(2) Personal infum副funSl油田 your盟国田d副企闇吐回h盟国 duringthe明 E田由E F隅認 isu田d伽田I師団，

国 姐cati皿 ofad凶ssi周囲rolhn副戸田抽E岡田vey田d闇闇也叩田:lecti皿me1hc対Sal姐a組組皿al戸田泊Il"8.

(3）畑町叫担funnationSl油掘勧田血血甜皿闇J!tsa岬宜凶血也epr百四sof se:lecti皿旭国姐伽岡町喧Y血dre田町h皿

田淑増田arxlse版画皿1Ill堆阻h

(4) For a凪盟副明，]j店由 on防，personalinli岨副ioomi曲 med蜘 ve担。）副（3)is al田 u副宜ir1bepi時間間of曲目1

a幽 s(e. g，由xlygui也悶）血d刷出時間t(e.g., scholar叫明E国皿血dh出岨園田耕岨智也訓皿~airer

園田iogα池iroUni四凶yofAgric叫旬間血dVet町担myMedicioe. 
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Description of the Doc師r叫Progra皿

Veterinary Science 

Graduate School of Ani皿al岨 dV回erin町-yScien田S岨 dAgricul旬開

Ob也iroUniver姐tyof Agriculture岨 dVeterinary Medicine 

1. Education Policy of the Doc加ra!Progra皿 ofVet疋rinaryScience 

Admission Policy 

τbeD出血阻IPro耳目血ofVe憧回国:rySci由民at也eGr拍』掛Schoolof Aoima1 aod Veterinary S白回出血dAgri叩lture,

u叫 田ngi包“国組0田Isys缶四 whichinvolve‘官坦ionof vet町祖a:ry田edic皿s，回国alSC即時e岨dag1ic'叫旬間”阻d

“・cooperation wi血 OV•町田抱S U皿V国sities”副血S加国血resear曲 師 血dd田a胞団油o,while keeping globaliz曲onof 

food置Idagri叫加担血 mind,have阻chnicalknowl“ge，町田tivity，，姐d盟 国E回.tresea四h血d必velopment出lls,

血d回 目11阻teducational ab臼iti同副明H剖 g回.tp世間国lity.F町也atp田pose,we w阻Istudel血：

I. Wix> aim加 be問問che団組d幼時制四who回ncond田 tin脂roational-s阻ndard,advanced問searchwi也global

vie珊 onveterinary medicine，血並国lsci•担問血dagri叫加m，皿dhave good communication s凶 ls,

2.Wlx>紅白 eag•町加 con凶bu恒柏田ciety domestically and globally by g泊ngback加 society也eir問S曲四h田S叫阻泊

血efield wh悶 V品目ina:rymedicine，血凶alsci曲目岨dagric叫加reare fused, aod by playing a c粗削1role恒

maintaining animal and hu血岨 h曲l由，印国erv也事由eglobal environm曲t岨d民osystem,and developing 

ind田出国田dli島民i田ce,

3 Wlx>wan.t旬開四国∞宜P田h田siveknowledge aod adv皿 田d間関宿泊ona叩ec出C町田of血evet町旭町ysci回目

program, and 

4. Wix> have acquired basic knowledge aod skills, and application skills, up加也eb田hel•町’s level in v岡田恒置y

sci•回目血d田lated fields, and basic knowledge and s凶 ls，阻dapplication skills, up加血emaster’s level in o由E

fields. 

Diplo皿aPolicy 

h血eDoc回叫Progra血 ofVeter旭町ySci回目，tbed噂田sha岨be咽卸凶岨戸llOllS叫E have祖k白血ec泊四国 Sell亭

in血eロmiculu血血dobtained也e白煙出edcredi祖師 compl出血eprogra叫岨dhave acq凶血：d也efollowi暗記lls

血at町田ible血emto sho叫deradv•組問dresearch using血位up－旬-<la胎 knowledge岨d出lls血 血efiel也 ofvet凶 nary

medicine such as b幽icveterinary medicine, clinical veterinary medicine岨 dp由lich曲 1th,血 d泊恒rdisc刷皿y

fiel也of血eabove: 

I. E血ics

Ethics b描edonup－同-<la脂 knowledgean d出llsin由efields ofv岡田租置ymedicine四ch田 b醐cveter担置y

medicine, pa血ol帰国1veter旭町 medicine,applied veter恒a:rymedicine置Idclinical veterinary m凶icine,

and based onお句田知瑚ndingof M位lyadvanced medi四1臨：hniq田 S皿 dof回 cial前副首esfor 

叩 mp血 ion,indus回aland wild animals, 

2. In師団tional回宜司pe田nce皿dleadership 

Abili恒国旬 conductin岡田恒国ial-standard,adv岨cedres曲目h皿 awide range of fields of lぜe-sロ.entific
res回目:hmet凶血g也e血回吋凶 micro-level，由em創立。ーl肝 eldealing羽也皿.divid田h血dpop叫ations，姐d

阻 imalprod山首on.

Abili包 目白∞凶山t国缶四祖国国1－瑚且白rd,advanced res由民h血血sfield of ecological rese置ch也alingwith 

血e血且deof町E岨isms,m也、~di且h姐dpop叫ations

A 前de range of 恒chnical knowledge 岨 veter旭町y H島 田i四回，阻d abili恒国柏田M皿t

泊脂roatio田 1-s出 1dard,adv岨 .cedrese田℃h

Ab出世間 tocon凶bu砧白血e泊司provem四tof food safety aod human and animal heal血 utiliz也事 hi位ly

adv阻cedknowledge on food sa島町ym阻噌ementsyst町田血ddom白 出 血dove四e個 sa島町ym田温旬•rmg of 

agn叫佃ralaodhves阻ckproduc・胞，andex田：II曲tanalysis aod lives加ckm恒国喜田n田t恒chniqu国 mvet聞 nary

medicine and veterinary life齢 1曲 ce

3. Con皿 U血岨:lion虫ills:

h恒roationally叩 宜ipe恒ntp田盟国訓m北迎sand communication skills n目別回:ry1D田plain血eirpro田 SSof 

由inkingand making jt!dgmen胞 Wl曲目：gard加由eirspecial町ym也efields of basic veter由置ymedicine, 

pa・也ologi四1四脂rinarymedicine, applied veterinary medicine aod clinical四脂rinarymedicine. 
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4. Technical knowledge阻 dskills: 

Abilities加 utilize脳出lyadvanced knowledge on food safety血血ag＜盟国tsy町田町iddo血目白血d

OVI師国8 safety四国加iringof agri叩I加国l岨dliv1田旬ckprod田恒，阻d加 utilize盟国：11回t岨alysis田d

lives加ckm血age田国ttech国軍res血ve憶rinarymedicin e置idveterinary life sci阻回； abili世間tocon回加担加

由eim戸uve血血tof fu叫回fetyand h皿組組d岨泊四lh田I也； globalviews wr也 re伊rd旬也s宜eldsof 

v臨 d皿rymedicine，岨主nal阻血ce,agricul加m，皿d也世田恒吋島田1plinaryfiel也；戸田乱伺I出 lls阻d

I田脂血ip柏田昌tv血 O山田cial田曲師団ding白血eglobalization of v出血ry田凶icine，叫；

泊肱matio叫－s回血rd,adv•血cedresearch skills. 

Cu町 k叫u皿 Policy

In order加 have也es加d田 恒 郎quire也sknowledge血d出 llsspecified in 1he d刷皿田policy,we conduct凶叫ation

pa-がngat回ition恒也efollowing poin阻・

I. D肝 elop泊,ghigh-level of e由icsas a開田町出町：

We o庄町cour閣S旬develophigh-level of e血i岡田血ge-1国ming血d叫tivel田ming.

2. D町 elopingl回dership:

We o宜町co悶悶fors加4田恒柏町申出eadvanced knowledge血d叫<ills，血d皿めility柏 m皿agethe whole 

in 0吋erto develop問searchers血 dedu回torswi血practical出llsand leadership, which恒国ble也阻加

臨 tis命socialneeds. 

3 Developing international corr甲et園田：

We offi町田1urs田也at田M皿eskills for pr回国同tion,deba白血da回出四icwri'凶sfor s加d田恒旬 play担

ac世verole globally in the ft凪田

We offi町 田1urses加 devel1叩恒旬皿atio田l叩血pe岡田 such描開田町h皿恒皿血ips阻dfieldwork也

co叩悶姐onwi也OV1四国su町田iti田 for抗吋阻ts旬 acq1凶readv，姐田d田searchskills. 

4 Develop皿Eco宜ipreh四 siveresearch abihties描 adoc回．

We offer common cour臨描well副田：lective回世田sfrom o也erdegr田 programs白rstud四臼加齢q凶rea 

wide range of highly臨凶c叫 knowledge担制isciplinarilyfro目白eviewpoint of五四gv蜘祖町

血.edi四 E，阻imalS白血白血d噂 ic叫加rals回di田

We offer courses for s加d田恒加叫q四ein岡田tional-s回ndard,advanced res曲目h出且s也at副血岡田四lve

global山田S

5. We o庄町“叩ecialC閣官回1urse”田 req凶redcourses, which副血柏 havestud阻阻即quirehighly advanced 

脂chnicalknowledge置叫品<illson ve，悼rinarymedicine and related fields旭町der旬 d町elopres田町h醐 who

C阻 play岨叫tiverole血 dmake contnb凶 0田 globally.

6. We d訟co世田S伽蜘d個個旬 acq凶m也eglobally most adv，岨cedknowl吋ge岨d出 llson food saおty，置id

阻imal阻dhum阻 health,invol由 gM酔lyadvanced knowledge on food sa島町ym血a~問問t sys缶四回d

domestic阻dOVI世間割曲fetymo凶加問igof agric叫旬血l皿dJiv，目白ckproduc阻，阻d阻 田H阻t恒国lysis血d

lives加ckm阻age皿阻ttechniq田S血veterinarymedicin e阻dv1出 rinaryH島田i四回．

2. Co皿.pletionof progra皿sand awarding degr1副潟

S佃d目白areawar由d也eDo曲目IDe gr田也Ve・岡田町Sci四国柏町也eycorr司pleted也eprogram, i.e., those who have 

be回田町Uedin the Doc旬ra!Progr四 iofVeter旭町ySci阻田atthe G四duateSchool of Animal姐 dVet国narySci四 .ces

担 dAgri叩 ltureof our u国v四 ityfor four戸田町lon伊r,and have earned也.ereq1凶red30 credi阻， whohave received 

也en田essary田醐rch血str国語m，岨dpa田凶也e田aminationof也甜 doc回ョI血田is也 addition白血efinal 

目白血iatio田 ofthe courses田lev岨 Ito也e也e田S

However, for也osewho achieved回目H四tr田叫臼，血ep四.od四rolled血血eg叫田島田h.ool could be short田.ed白

白血eyears 

3. Special long term limit 

This sy蜘 nallows削田由討10have a job位。血ersp<油 l倒語伽姐ons加∞時1出血eird噂閣制血血阻agr制中四世間

（国語mwnof8y悶）岡田叫白血叫創価llin由副姐IIpay御園田お掴世田酷曲Jder由油ocomp出血位d専問in1he 

g包凶置d植田田並of歯ne.

In princ坦1le,也閣材EW醐旬閣制ssy曲四have恒明1ly伽 itat 1he歯田也ey田町Hafl町田nsu脳ngw他 theirpr四戸泊ve

supervts醐
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4. Si荏町vi車 問

N副ne Posi担on FieldofR国間曲 Sp田副i剖叫副 C四由盟担

Mako旬I伊 叫i Pro島田or D1se個 目 印2加 l
ぬ悼rinary

P町田1白血ofpro岡田阻P町田1恒s
P町田itology

ぬ恒rinary
Mole山.tlarbaS1s of physiologi伺 I岨d

Toshiaki I血ii Professor N副.ll'OJlhar宮田cology 
Phar四郎ology

pa由ological富田皿fe国atio出血也e

C四国ln町VO国 S戸畑n

盟国組iInoku皿a Pro島田。r
U喝eAni皿d 協同nary Diagn＇回国阻 dtreatr田ntoflarge担 imal

h恒rnalMedicine In恒rnalMedi白血 m匝rnalmedicme 

H町ukoOg創刊 Pro島ssor
Vet町田町y Veterinary 

Study四1躍世血dviral d島副田
Epizootiology Bpi皿otiology

E師団.liveMedicine 
Development of novel v田cin聞置id

Shinichiro Kawazu Pro島田or 白＇rPro加四血
協同nary 由erap四ticappro田h田 based阻
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